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定
例
会
運
営
の
基
本
と
ヒ
ン
ト

司
会
：
月
岡
幽
美
子
（
以
下
、
司
会
：
月

岡
）
そ
れ
ぞ
れ
の
定
例
会
の
現
状
を
お
話

し
く
だ
さ
い
。

山
口
三
千
夫
（
以
下
、
山
口
）
上
田
市
真

田
町
は
、
民
生
児
童
委
員
が
30
人
で
、
比

較
的
大
き
な
単
位
民
児
協
で
す
。
定
例
会

に
は
、
行
政
か
ら
3
人
、
社
協
2
人
が
出

席
し
ま
す
。
年
3
回
は
小
中
幼
保
や
福
祉

施
設
の
責
任
者
約
12
人
が
参
加
し
て
、
合

同
定
例
会
も
行
い
ま
す
。
ま
た
施
設
訪
問

を
年
2
回
、
救
命
救
急
講
習
を
年
1
回
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
定
例
会
後
に
は
、
総
務
部
会
を

年
4
回
開
催
し
、
3
カ
月
ご
と
の
事
業
計

画
と
会
議
内
容
を
決
め
ま
す
。
総
務
部
会

定
例
会
運
営
の
基
本
と
ヒ
ン
ト

司
会
：
月
岡
幽
美
子
（
以
下
、
司
会
：
月

岡
）
そ
れ
ぞ
れ
の
定
例
会
の
現
状
を
お
話

し
く
だ
さ
い
。

山
口
三
千
夫
（
以
下
、
山
口
）
上
田
市
真

田
町
は
、
民
生
児
童
委
員
が
30
人
で
、
比

較
的
大
き
な
単
位
民
児
協
で
す
。
定
例
会

に
は
、
行
政
か
ら
3
人
、
社
協
か
ら
2
人

が
出
席
し
ま
す
。
年
3
回
は
小
中
幼
保
や

福
祉
施
設
の
責
任
者
約
12
人
が
参
加
し
て
、

合
同
定
例
会
も
行
い
ま
す
。
ま
た
施
設
訪

問
を
年
2
回
、
救
命
救
急
講
習
を
年
1
回

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
定
例
会
後
に
は
、
総
務
部
会
を

年
4
回
開
催
し
、
3
カ
月
ご
と
の
事
業
計

画
と
会
議
内
容
を
決
め
ま
す
。
総
務
部
会

は
、
会
長
1
人
と
副
会
長
2
人
、
女
性
代

表
1
人
、
4
つ
の
専
門
部
会
の
各
会
長
、

計
10
人
で
構
成
。
定
例
会
後
に
懇
親
会
を

年
3
回
行
っ
て
い
ま
す
。

赤
羽
節
夫
（
以
下
、
赤
羽
）
松
本
市
里
山

辺
地
区
は
、
人
口
増
加
地
域
で
22
人
か
ら

23
人
に
委
員
が
増
え
ま
し
た
。
定
例
会
は
、

最
初
に
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、

当
番
が
、
日
ご
ろ
の
活
動
で
感
じ
て
い
る

こ
と
を
自
由
に
話
し
ま
す
。
毎
回
、
行
政

担
当
、
松
本
市
社
協
・
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ら
7
、
8
人
が
出
席
し
、
連
絡
事
項

を
発
表
し
ま
す
。
松
本
市
の
会
長
会
か
ら

の
伝
達
事
項
や
、
地
区
の
行
事
計
画
、
そ

れ
ら
の
分
担
や
進
め
方
な
ど
の
話
し
合
い

が
大
部
分
を
占
め
ま
す
。
情
報
交
換
の
場

と
し
て
、
常
会
ご
と
に
悩
み
ご
と
を
出
し

主
任
児
童
委
員
と
情
報
交
換
を
し
ま
す
。

　

松
本
市
全
体
の
部
会
に
全
員
一
つ
参
加

す
る
た
め
、
各
部
会
の
研
修
に
つ
い
て
定

例
会
で
発
表
し
ま
す
。
交
流
は
、
研
修
や

旅
行
行
事
の
係
が
主
体
と
な
っ
て
動
き

ま
す
。

林
み
な
（
以
下
、
林
）
私
の
所
属
す
る
岡

谷
地
区
は
、
民
生
児
童
委
員
が
9
人
と
少

な
く
、
顔
の
見
え
る
関
係
で
す
。
定
例
会

で
は
、
会
長
が
伝
達
事
項
を
説
明
し
、
行

事
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す
。

　

会
議
は
約
1
時
間
と
コ
ン
パ
ク
ト
で
、

後
半
の
30
分
は
9
人
で
わ
い
わ
い
と
活
動

状
況
や
悩
み
を
出
し
合
い
、
同
じ
目
線
で

意
見
交
換
を
し
、
と
て
も
い
い
雰
囲
気
で

す
。
各
委
員
が
岡
谷
市
全
体
で
年
3
回
、

4
つ
の
部
会
に
必
ず
所
属
し
、
福
祉
施
設

な
ど
の
見
学
や
研
修
な
ど
で
学
び
ま
す
。

交
流
で
は
1
年
ご
と
に
日
帰
り
と
宿
泊
の

研
修
旅
行
を
自
由
参
加
で
計
画
し
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

飯
山
市
木
島
地
区
は
、
民

生
児
童
委
員
8
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

定
例
会
で
は
行
政
か
ら
の
報
告
や
お
願
い

事
項
は
正
直
多
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
飯

山
市
は
除
雪
支
援
が
大
き
く
、
訪
問
し
て

申
請
書
を
書
い
て
も
ら
う
な
ど
の
手
間
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　

定
例
会
で
の
情
報
交
換
は
、
一
人
ず
つ

発
言
を
し
ま
す
。
ま
た
、
地
区
の
行
事
は

区
長
と
民
生
児
童
委
員
が
一
体
と
な
っ
た

自
治
会
組
織
で
計
画
し
、
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。
事
務
局
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、

困
っ
た
ら
お
互
い
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
体
制
が
で
き
て
い
て
助
か
っ
て

い
ま
す
。

互
い
を
尊
重
し
発
言
し
や
す
い

雰
囲
気
作
り
の
コ
ツ

司
会
：
月
岡　

さ
て
、
2
0
2
2
年
秋
の

改
選
後
は
ど
う
で
す
か
。

山
口　

真
田
地
区
で
は
、
今
回
の
改
選
で

30
人
の
う
ち
2
人
し
か
継
続
し
な
か
っ
た

の
で
す
。
真
田
町
の
定
例
会
は
み
ん
な
が

新
人
だ
か
ら
、
逆
に
し
ゃ
べ
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
定
例
会
は
、
自
由
発
言
が
基

本
で
統
一
の
結
論
は
設
け
な
い
方
式
を

と
っ
て
い
ま
す
。
人
の
活
動
に
対
し
て
反

論（
否
定
）は
絶
対
し
な
い
と
い
う
ル
ー

ル
も
あ
り
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

行
政
も
巻
き
込
ん
で
い
ま

す
か
。

山
口　

行
政
は
民
生
児
童
委
員
に
対
し
て

意
見
は
言
い
ま
せ
ん
、
支
え
て
い
る
側
な

の
で
、
定
例
会
な
ど
で
民
生
委
児
童
員
の

意
見
を
受
け
止
め
て
、
解
決
へ
の
活
動
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

委
員
自
身
が
地
域
の
問
題

を
提
起
す
る
の
で
す
ね
。
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山
口　

は
い
。
課
題
解
決
の
手
法
で
は
、

違
う
委
員
か
ら
は
違
う
発
想
が
生
ま
れ
て

き
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
状
況
が
違
う
条

件
下
で
は
、
無
理
な
統
一
方
針
で
は
な
く

て
、
そ
の
地
区
の
こ
と
は
担
当
委
員
に
任

せ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
互
い
に
尊
重

し
合
っ
て
い
ま
す
。

林　

人
数
が
少
な
い
の
で
、
岡
谷
地
区
は

こ
じ
ん
ま
り
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
例
え
ば

街
を
徘
徊
す
る
当
事
者
に
つ
い
て
相
談
を

全
体
に
投
げ
か
け
る
と
、
こ
う
し
た
ら
と

す
ぐ
提
案
し
合
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
で

す
。
皆
さ
ん
定
例
会
の
時
間
の
目
安
は
ど

う
し
て
い
ま
す
か
?

司
会
：
月
岡　

各
地
区
の
規
模
に
よ
り
ま

す
が
2
時
間
ぐ
ら
い
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

山
口　

県
と
し
て
も
民
生
児
童
委
員
の
活

動
の
6
割
は
定
例
会
議
に
出
席
す
る
こ
と

だ
と
示
し
て
い
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
ま
ず

定
例
会
に
出
席
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
想

像
力
を
膨
ら
ま
す
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
、

不
安
を
少
し
で
も
解
消
し
て
日
頃
の
活
動

が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

福
祉
委
員
な
ど
と
連
携
し
た

複
数
で
の
見
守
り
を

赤
羽　

定
例
会
に
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
員
は
出
ま
す
か
。
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
正
直
、
最
初
は
ど
う
い
う
機

関
か
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
が
主
な
対
象
か
と
。
民

生
児
童
委
員
は
、
そ
れ
以
前
の
段
階
で
手

を
尽
く
す
と
い
う
使
命
が
あ
る
、
い
わ
ゆ

る
フ
レ
ー
ル
（
要
介
護
に
至
る
前
の
状

態
）
対
応
か
と
捉
え
て
い
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

で
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
し
ま
っ
て
、
私
た
ち
は
全
く

手
を
引
い
て
し
ま
っ
て
い
い
か
と
い
う
疑

問
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
委
員
一
人
で

の
活
動
は
荷
が
重
い
の
で
つ
な
ぐ
こ
と
が

大
事
で
す
ね
。

山
口　

上
田
市
の
場
合
は
30
戸
に
1
人

「
福
祉
委
員
」
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
委
員
が
民
生
児
童
委
員
と
連
携
を
と

っ
て
、
見
守
り
訪
問
も
や
っ
て
い
る
の
で

す
。
市
民
と
民
生
児
童
委
員
の
中
間
に
福

祉
委
員
が
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
連
携
が
な
か
っ
た
ら
、

民
生
児
童
委
員
自
身
、
一
人
で
は
や
っ
て

い
か
れ
な
い
と
思
う
の
で
す
。
高
齢
化
で

若
者
が
い
な
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
委
員
だ
け
に
委
ね
て
も
全
部
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
地
区
の
い
ろ
い
ろ

な
団
体
と
の
連
携
を
積
極
的
に
し
て
い
か

な
い
と
、
活
動
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

赤
羽　

松
本
市
で
は
昨
年
か
ら
、
全
地
区

に
1
人
ず
つ
社
協
が
委
嘱
す
る
「
生
活
支

援
員
」
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
定
例
会
に

も
必
ず
出
席
し
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
と

地
域
の
活
動
を
結
び
つ
け
る
重
要
な
役
割

を
し
て
い
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

具
体
的
に
ど
ん
な
活
動
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

赤
羽　

里
山
辺
地
区
の
事
例
と
し
て
は
、

生
活
支
援
員
が
地
域
と
福
祉
を
つ
な
い
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
「
つ
な
が
ろ
う

会
」
を
作
り
ま
し
た
。
町
会
長
、
元
町
会

長
、
元
民
生
児
童
委
員
、
現
委
員
が
強
制

参
加
で
は
な
く
、
自
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

民
生
児
童
委
員
の
O
B
も

参
加
で
き
る
仕
組
み
な
の
で
す
ね
。

赤
羽　

は
い
。
民
生
児
童
委
員
は
任
期
を

終
え
る
と
地
域
と
の
関
わ
り
が
ほ
と
ん
ど

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
地
域
福
祉
の

層
を
厚
く
す
る
た
め
に
、
や
り
た
い
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
地
域
福
祉
へ
の
関
与
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
具
体
的

に
「
歩
こ
う
会
」
を
組
織
し
て
、
地
区
に

ベ
ン
チ
を
作
っ
て
設
置
。
「
さ
と
カ
フ

ェ
」
を
立
ち
上
げ
、
２
カ
所
で
の
開
催
が

実
現
し
ま
し
た
。
生
活
支
援
員
の
活
躍
で

地
域
に
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

山
口　

い
い
で
す
ね
。
真
田
町
の
場
合
、

福
祉
委
員
は
社
協
の
所
属
で
2
年
交
代
で

す
。
福
祉
委
員
と
一
緒
に
行
け
ば
、
課
題

を
抱
え
て
い
る
当
事
者
の
相
談
の
場
に
入

っ
て
い
か
れ
ま
す
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

福
祉
委
員
が
入
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
助

か
り
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

地
域
に
福
祉
人
材
が
増
え

て
い
く
の
は
い
い
こ
と
で
す
ね
。
上
田
市

で
は
福
祉
委
員
は
そ
も
そ
も
、
ど
う
で
き

た
の
で
す
か
。

山
口　

音
頭
を
と
っ
た
の
は
真
田
町
で
し

た
。
一
方
、
横
須
賀
市
の
先
行
事
例
と
し

て
福
祉
推
進
委
員
が
で
き
、
福
祉
推
進
委

員
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
真

田
地
区
で
は
最
初
は
こ
の
福
祉
推
進
委
員

と
福
祉
委
員
は
両
方
民
生
児
童
委
員
の
補

助
に
つ
い
て
い
た
の
で
す
。
で
も
世
の
中

の
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
、
福
祉
推
進
委

員
は
独
立
し
た
組
織
に
な
り
サ
ロ
ン
な
ど

の
集
ま
り
ご
と
を
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
、
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、

複
数
で
の
連
携
し
た
見
守
り
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

月岡  幽美子 さん

　
民
生
児
童
委
員
だ
よ
り
「
つ
な
ぐ
」
は
、
県
内
4
地
区
か
ら
4
人
の

広
報
委
員
が
、
3
カ
月
に
一
度
企
画
会
議
を
行
っ
て
編
集
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
2
回
の
休
刊
が
あ
り
ま
し
た
が
、
過
去
3
年
の
広
報
委
員

の
任
期
中
、
140
号
か
ら
150
号
ま
で
10
冊
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年

12
月
6
日
広
報
委
員
会
で
、
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

葛
藤
や
定
例
会
運
営
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

定
例
会
運
営
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
ま
で

※

２
０
１
９
〜
２
０
２
２
の
前
広
報
委
員
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

月岡  幽美子　前広報委員長（飯山市木島地区民生児童委員協議会会長）
山口  三千夫　前広報委員　（上田市真田町民生児童委員協議会会長）

【座談会メンバー】（敬称略）
月岡  幽美子　前広報委員長（飯山市木島地区民生児童委員協議会会長）
山口  三千夫　前広報委員　（上田市真田町民生児童委員協議会会長）
赤羽  節夫　　前広報委員　（松本市里山辺地区民生児童委員協議会会長）
林     みな　　広報委員　　（岡谷市岡谷地区主任児童委員）
赤羽  節夫　　前広報委員　（松本市里山辺地区民生児童委員協議会会長）
林     みな　　広報委員　　（岡谷市岡谷地区主任児童委員）

【座談会メンバー】（敬称略）

特
集

広

報

委

員

４

人

の

座

談

会



定
例
会
運
営
の
基
本
と
ヒ
ン
ト

司
会
：
月
岡
幽
美
子
（
以
下
、
司
会
：
月

岡
）
そ
れ
ぞ
れ
の
定
例
会
の
現
状
を
お
話

し
く
だ
さ
い
。

山
口
三
千
夫
（
以
下
、
山
口
）
上
田
市
真

田
町
は
、
民
生
児
童
委
員
が
30
人
で
、
比

較
的
大
き
な
単
位
民
児
協
で
す
。
定
例
会

に
は
、
行
政
か
ら
3
人
、
社
協
か
ら
2
人

が
出
席
し
ま
す
。
年
3
回
は
小
中
幼
保
や

福
祉
施
設
の
責
任
者
約
12
人
が
参
加
し
て
、

合
同
定
例
会
も
行
い
ま
す
。
ま
た
施
設
訪

問
を
年
2
回
、
救
命
救
急
講
習
を
年
1
回

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
定
例
会
後
に
は
、
総
務
部
会
を

年
4
回
開
催
し
、
3
カ
月
ご
と
の
事
業
計

画
と
会
議
内
容
を
決
め
ま
す
。
総
務
部
会

は
、
会
長
1
人
と
副
会
長
2
人
、
女
性
代

表
1
人
、
4
つ
の
専
門
部
会
の
各
会
長
、

計
10
人
で
構
成
。
定
例
会
後
に
懇
親
会
を

年
3
回
行
っ
て
い
ま
す
。

赤
羽
節
夫
（
以
下
、
赤
羽
）
松
本
市
里
山

辺
地
区
は
、
人
口
増
加
地
域
で
22
人
か
ら

23
人
に
委
員
が
増
え
ま
し
た
。
定
例
会
は
、

最
初
に
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、

当
番
が
、
日
ご
ろ
の
活
動
で
感
じ
て
い
る

こ
と
を
自
由
に
話
し
ま
す
。
毎
回
、
行
政

担
当
、
松
本
市
社
協
・
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ら
7
、
8
人
が
出
席
し
、
連
絡
事
項

を
発
表
し
ま
す
。
松
本
市
の
会
長
会
か
ら

の
伝
達
事
項
や
、
地
区
の
行
事
計
画
、
そ

れ
ら
の
分
担
や
進
め
方
な
ど
の
話
し
合
い

が
大
部
分
を
占
め
ま
す
。
情
報
交
換
の
場

と
し
て
、
常
会
ご
と
に
悩
み
ご
と
を
出
し

Vol.150
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主
任
児
童
委
員
と
情
報
交
換
を
し
ま
す
。

　

松
本
市
全
体
の
部
会
に
全
員
一
つ
参
加

す
る
た
め
、
各
部
会
の
研
修
に
つ
い
て
定

例
会
で
発
表
し
ま
す
。
交
流
は
、
研
修
や

旅
行
行
事
の
係
が
主
体
と
な
っ
て
動
き

ま
す
。

林
み
な
（
以
下
、
林
）
私
の
所
属
す
る
岡

谷
地
区
は
、
民
生
児
童
委
員
が
9
人
と
少

な
く
、
顔
の
見
え
る
関
係
で
す
。
定
例
会

で
は
、
会
長
が
伝
達
事
項
を
説
明
し
、
行

事
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す
。

　

会
議
は
約
1
時
間
と
コ
ン
パ
ク
ト
で
、

後
半
の
30
分
は
9
人
で
わ
い
わ
い
と
活
動

状
況
や
悩
み
を
出
し
合
い
、
同
じ
目
線
で

意
見
交
換
を
し
、
と
て
も
い
い
雰
囲
気
で

す
。
各
委
員
が
岡
谷
市
全
体
で
年
3
回
、

4
つ
の
部
会
に
必
ず
所
属
し
、
福
祉
施
設

な
ど
の
見
学
や
研
修
な
ど
で
学
び
ま
す
。

交
流
で
は
1
年
ご
と
に
日
帰
り
と
宿
泊
の

研
修
旅
行
を
自
由
参
加
で
計
画
し
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

飯
山
市
木
島
地
区
は
、
民

生
児
童
委
員
8
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

定
例
会
で
は
行
政
か
ら
の
報
告
や
お
願
い

事
項
は
正
直
多
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
飯

山
市
は
除
雪
支
援
が
大
き
く
、
訪
問
し
て

申
請
書
を
書
い
て
も
ら
う
な
ど
の
手
間
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　

定
例
会
で
の
情
報
交
換
は
、
一
人
ず
つ

発
言
を
し
ま
す
。
ま
た
、
地
区
の
行
事
は

区
長
と
民
生
児
童
委
員
が
一
体
と
な
っ
た

自
治
会
組
織
で
計
画
し
、
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。
事
務
局
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、

困
っ
た
ら
お
互
い
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
体
制
が
で
き
て
い
て
助
か
っ
て

い
ま
す
。

互
い
を
尊
重
し
発
言
し
や
す
い

雰
囲
気
作
り
の
コ
ツ

司
会
：
月
岡　

さ
て
、
2
0
2
2
年
秋
の

改
選
後
は
ど
う
で
す
か
。

山
口　

真
田
地
区
で
は
、
今
回
の
改
選
で

30
人
の
う
ち
2
人
し
か
継
続
し
な
か
っ
た

の
で
す
。
真
田
町
の
定
例
会
は
み
ん
な
が

新
人
だ
か
ら
、
逆
に
し
ゃ
べ
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
定
例
会
は
、
自
由
発
言
が
基

本
で
統
一
の
結
論
は
設
け
な
い
方
式
を

と
っ
て
い
ま
す
。
人
の
活
動
に
対
し
て
反

論（
否
定
）は
絶
対
し
な
い
と
い
う
ル
ー

ル
も
あ
り
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

行
政
も
巻
き
込
ん
で
い
ま

す
か
。

山
口　

行
政
は
民
生
児
童
委
員
に
対
し
て

意
見
は
言
い
ま
せ
ん
、
支
え
て
い
る
側
な

の
で
、
定
例
会
な
ど
で
民
生
委
児
童
員
の

意
見
を
受
け
止
め
て
、
解
決
へ
の
活
動
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

委
員
自
身
が
地
域
の
問
題

を
提
起
す
る
の
で
す
ね
。

山
口　

は
い
。
課
題
解
決
の
手
法
で
は
、

違
う
委
員
か
ら
は
違
う
発
想
が
生
ま
れ
て

き
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
状
況
が
違
う
条

件
下
で
は
、
無
理
な
統
一
方
針
で
は
な
く

て
、
そ
の
地
区
の
こ
と
は
担
当
委
員
に
任

せ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
互
い
に
尊
重

し
合
っ
て
い
ま
す
。

林　

人
数
が
少
な
い
の
で
、
岡
谷
地
区
は

こ
じ
ん
ま
り
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
例
え
ば

街
を
徘
徊
す
る
当
事
者
に
つ
い
て
相
談
を

全
体
に
投
げ
か
け
る
と
、
こ
う
し
た
ら
と

す
ぐ
提
案
し
合
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
で

す
。
皆
さ
ん
定
例
会
の
時
間
の
目
安
は
ど

う
し
て
い
ま
す
か
?

司
会
：
月
岡　

各
地
区
の
規
模
に
よ
り
ま

す
が
2
時
間
ぐ
ら
い
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

山
口　

県
と
し
て
も
民
生
児
童
委
員
の
活

動
の
6
割
は
定
例
会
議
に
出
席
す
る
こ
と

だ
と
示
し
て
い
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
ま
ず

定
例
会
に
出
席
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
想

像
力
を
膨
ら
ま
す
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
、

不
安
を
少
し
で
も
解
消
し
て
日
頃
の
活
動

が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

福
祉
委
員
な
ど
と
連
携
し
た

複
数
で
の
見
守
り
を

赤
羽　

定
例
会
に
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
員
は
出
ま
す
か
。
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
正
直
、
最
初
は
ど
う
い
う
機

関
か
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
が
主
な
対
象
か
と
。
民

生
児
童
委
員
は
、
そ
れ
以
前
の
段
階
で
手

を
尽
く
す
と
い
う
使
命
が
あ
る
、
い
わ
ゆ

る
フ
レ
ー
ル
（
要
介
護
に
至
る
前
の
状

態
）
対
応
か
と
捉
え
て
い
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

で
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
し
ま
っ
て
、
私
た
ち
は
全
く

手
を
引
い
て
し
ま
っ
て
い
い
か
と
い
う
疑

問
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
委
員
一
人
で

の
活
動
は
荷
が
重
い
の
で
つ
な
ぐ
こ
と
が

大
事
で
す
ね
。

山
口　

上
田
市
の
場
合
は
30
戸
に
1
人

「
福
祉
委
員
」
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
委
員
が
民
生
児
童
委
員
と
連
携
を
と

っ
て
、
見
守
り
訪
問
も
や
っ
て
い
る
の
で

す
。
市
民
と
民
生
児
童
委
員
の
中
間
に
福

祉
委
員
が
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
連
携
が
な
か
っ
た
ら
、

民
生
児
童
委
員
自
身
、
一
人
で
は
や
っ
て

い
か
れ
な
い
と
思
う
の
で
す
。
高
齢
化
で

若
者
が
い
な
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
委
員
だ
け
に
委
ね
て
も
全
部
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
地
区
の
い
ろ
い
ろ

な
団
体
と
の
連
携
を
積
極
的
に
し
て
い
か

な
い
と
、
活
動
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

赤
羽　

松
本
市
で
は
昨
年
か
ら
、
全
地
区

に
1
人
ず
つ
社
協
が
委
嘱
す
る
「
生
活
支

援
員
」
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
定
例
会
に

も
必
ず
出
席
し
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
と

地
域
の
活
動
を
結
び
つ
け
る
重
要
な
役
割

を
し
て
い
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

具
体
的
に
ど
ん
な
活
動
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

赤
羽　

里
山
辺
地
区
の
事
例
と
し
て
は
、

生
活
支
援
員
が
地
域
と
福
祉
を
つ
な
い
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
「
つ
な
が
ろ
う

会
」
を
作
り
ま
し
た
。
町
会
長
、
元
町
会

長
、
元
民
生
児
童
委
員
、
現
委
員
が
強
制

参
加
で
は
な
く
、
自
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

民
生
児
童
委
員
の
O
B
も

参
加
で
き
る
仕
組
み
な
の
で
す
ね
。

赤
羽　

は
い
。
民
生
児
童
委
員
は
任
期
を

終
え
る
と
地
域
と
の
関
わ
り
が
ほ
と
ん
ど

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
地
域
福
祉
の

層
を
厚
く
す
る
た
め
に
、
や
り
た
い
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
地
域
福
祉
へ
の
関
与
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
具
体
的

に
「
歩
こ
う
会
」
を
組
織
し
て
、
地
区
に

ベ
ン
チ
を
作
っ
て
設
置
。
「
さ
と
カ
フ

ェ
」
を
立
ち
上
げ
、
２
カ
所
で
の
開
催
が

実
現
し
ま
し
た
。
生
活
支
援
員
の
活
躍
で

地
域
に
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

山
口　

い
い
で
す
ね
。
真
田
町
の
場
合
、

福
祉
委
員
は
社
協
の
所
属
で
2
年
交
代
で

す
。
福
祉
委
員
と
一
緒
に
行
け
ば
、
課
題

を
抱
え
て
い
る
当
事
者
の
相
談
の
場
に
入

っ
て
い
か
れ
ま
す
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

福
祉
委
員
が
入
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
助

か
り
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

地
域
に
福
祉
人
材
が
増
え

て
い
く
の
は
い
い
こ
と
で
す
ね
。
上
田
市

で
は
福
祉
委
員
は
そ
も
そ
も
、
ど
う
で
き

た
の
で
す
か
。

山
口　

音
頭
を
と
っ
た
の
は
真
田
町
で
し

た
。
一
方
、
横
須
賀
市
の
先
行
事
例
と
し

て
福
祉
推
進
委
員
が
で
き
、
福
祉
推
進
委

員
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
真

田
地
区
で
は
最
初
は
こ
の
福
祉
推
進
委
員

と
福
祉
委
員
は
両
方
民
生
児
童
委
員
の
補

助
に
つ
い
て
い
た
の
で
す
。
で
も
世
の
中

の
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
、
福
祉
推
進
委

員
は
独
立
し
た
組
織
に
な
り
サ
ロ
ン
な
ど

の
集
ま
り
ご
と
を
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
、
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、

複
数
で
の
連
携
し
た
見
守
り
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

山口  三千夫 さん



民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
不
足
と

O
B
の
活
用

司
会
：
月
岡　

飯
山
市
で
は
民
生
児
童
委

員
の
な
り
手
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い

た
め
、
区
長
が
兼
務
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
福
祉
推
進
委
員
設
置
に
は
程
遠

い
感
じ
が
し
ま
す
。
し
か
も
80
%
の
委
員

が
1
期
で
交
代
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

山
口　

見
方
を
変
え
る
と
、
1
期
で
交
代

す
る
委
員
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
福
祉

経
験
者
が
た
く
さ
ん
輩
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

林　

同
感
で
す
。
そ
れ
こ
そ
赤
羽
さ
ん
の

松
本
市
里
山
辺
地
区
の
よ
う
な
O
B
も
参

加
で
き
る
活
動
団
体
へ
の
発
展
は
い
い
で

す
ね
。

山
口　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
民
生
児
童
委

員
は
通
常
、
退
任
す
る
と
な
ぜ
か
ピ
タ
ッ

と
福
祉
活
動
を
や
ら
な
く
な
る
の
で
す
。

次
の
民
生
児
童
委
員
に
邪
魔
に
な
る
と
い

う
理
由
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

赤
羽　

わ
か
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う

い
う
遠
慮
の
気
持
ち
を
持
つ
退
任
者
が
、

気
軽
に
入
れ
る
福
祉
活
動
の
組
織
を
作
っ

て
や
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

林　

見
識
の
深
い
会
長
経
験
者
が
旗
揚
げ

し
て
、
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
作
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

赤
羽　

家
族
と
同
居
し
て
い
る
も
の
の
就

労
や
就
学
で
、
昼
間
は
実
質
的
に
一
人
暮

ら
し
に
な
る
お
年
寄
り
は
、
見
守
り
対
象

か
ら
外
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
場

合
に
、
松
本
市
で
は
生
活
支
援
員
に
情
報

を
伝
え
る
と
対
応
す
る
ケ
ー
ス
が
動
き
始

め
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
福
祉
の
隙
間
を
埋

め
る
存
在
で
す
。
こ
う
し
た
「
生
活
支
援

員
」
の
制
度
が
長
野
県
全
体
へ
広
ま
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
と
そ
の

役
割
と
は

山
口　

民
生
児
童
委
員
は
事
故
な
ど
の
危

険
を
避
け
る
た
め
、
夜
は
絶
対
活
動
し
な

い
と
の
方
針
を
貫
い
て
い
ま
す
。
自
治
会

の
役
員
は
昼
間
自
宅
に
不
在
の
方
が
多
く
、

な
に
か
あ
れ
ば
民
生
児
童
委
員
へ
連
絡
と

な
り
ま
す
。
す
る
と
、
な
り
手
が
ま
す
ま

す
難
し
く
な
り
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

民
生
児
童
委
員
の
活
動
に

は
や
る
気
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
や
り

が
い
・
想
像
力
・
気
づ
き
が
、
委
員
に
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
時
間
や
心
の
余
裕
が
な

い
と
な
か
な
か
で
き
な
い
と
も
感
じ
て
い

ま
す
。

赤
羽　

若
い
方
で
仕
事
を
し
て
い
る
委
員

が
、
お
休
み
す
る
こ
と
は
仕
方
な
い
と
思

い
ま
す
。
連
絡
を
き
ち
ん
と
し
て
、
資
料

を
渡
し
て
確
認
し
な
が
ら
、
仕
事
優
先
で

や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

山
口　

長
野
県
全
体
で
6
割
の
委
員
が
一

期
で
退
任
す
る
原
因
の
一
つ
に
、
当
事
者

か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
す
。
お

金
を
貸
し
て
ほ
し
い
、
貯
金
を
お
ろ
し
て

き
て
ほ
し
い
。
買
い
物
を
し
て
き
て
ほ
し

い
。
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
は
民
生
児
童
委
員
は
や
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

お
断
り
す
る
際
に
、
そ
の

人
た
ち
を
ど
う
救
う
か
を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
で
す
よ
ね
。

山
口　

解
決
の
手
法
を
教
え
て
あ
げ
れ
ば

い
い
の
で
す
。
本
当
は
自
分
で
で
き
た
と

し
て
も
、
「
楽
を
し
た
い
か
ら
頼
り
た

い
」
と
い
う
場
合
も
実
は
多
い
の
で
す
。

と
に
か
く
、
聞
い
て
つ
な
ぐ
こ
と
で
す
。

林　

も
し
、
自
分
に
判
断
が
つ
か
な
い
と

き
は
、
定
例
会
で
、
話
し
合
っ
て
対
応
し

て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

山
口　

そ
の
通
り
で
す
ね
。
困
っ
た
こ
と

は
そ
の
場
で
す
ぐ
答
え
を
出
さ
ず
に
、
委

員
同
士
相
談
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

赤
羽　

あ
る
民
生
児
童
委
員
が
、
救
急
車

に
同
乗
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
一
度
あ
り

ま
し
た
。
松
本
市
で
は
、
そ
れ
は
断
っ
て

く
だ
さ
い
と
徹
底
し
て
い
ま
す
。
個
人
と

委
員
の
仕
事
と
の
線
を
は
っ
き
り
引
い
て

お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

山
口　

自
治
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
関
係
づ

く
り
を
大
事
に
考
え
、
民
生
児
童
委
員
が

発
言
で
き
る
場
を
作
る
こ
と
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
「
つ
な
ぐ
」
の
記
事

を
有
意
義
に
活
用

赤
羽　

私
は
3
年
前
に
会
長
に
就
任
し
て

す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
ま
し
た
。
行
事

が
中
止
と
な
り
、
活
動
さ
え
も
制
限
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
民
生
児
童
委

員
活
動
を
継
続
で
き
る
の
か
、
最
も
考
え

た
3
年
で
し
た
。

司
会
：
月
岡　

コ
ロ
ナ
禍
で
特
別
に
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

赤
羽　

ま
ず
、
450
人
の
一
人
暮
ら
し
の
方

に
困
り
ご
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
を
し
ま

し
た
。
一
番
の
困
り
ご
と
は
「
外
出
で
き

な
い
、
人
と
人
の
結
び
付
き
の
希
薄
化
」

で
し
た
。
健
康
へ
の
不
安
や
ゴ
ミ
出
し
や

買
い
物
な
ど
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
。
そ

し
て
災
害
に
対
す
る
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

町
会
長
か
ら
も
民
生
児
童
委
員
に
は
、
お

長野県民生児童委員だより 4

年
寄
り
へ
の
声
が
け
や
安
否
の
確
認
へ
の

要
望
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
。
改
め
て
委

員
の
任
務
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
で
す
の

で
、
訪
問
だ
け
は
絶
や
し
ち
ゃ
な
ら
な
い

と
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
手
作
り
の
新
聞
で
す
。

「
つ
な
ぐ
」（
145
号
）の
特
集
で
取
り
上
げ

た
「
訪
問
だ
よ
り
」
を
参
考
に
、
地
区
の

委
員
全
員
で
考
え
話
題
提
供
を
し
、
宣
伝

に
も
な
り
ま
し
た
。

林　

私
は
主
任
児
童
委
員
な
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
も
減
り
情
報
が
入
っ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
だ
け

は
か
か
さ
ず
や
り
ま
し
た
が
、
来
て
ほ
し

い
と
い
う
方
が
い
る
反
面
、
断
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
訪
問
だ
よ

り
」
を
活
用
し
訪
問
者
の
方
々
に
読
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
で
つ
な
が
り
を
作
っ
て
き

ま
し
た
。

山
口　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
民
生
児
童
委
員
の

活
動
は
無
理
し
な
い
よ
う
に
声
を
か
け
ま

し
た
。
委
員
自
身
が
罹
患
し
て
は
な
ら
な

い
か
ら
で
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
気
軽
に
連

絡
し
て
く
れ
と
、
地
域
で
P
R
を
し
ま
し
た
。

司
会
：
月
岡　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
気
に
な

る
人
に
は
し
っ
か
り
訪
問
し
て
見
守
っ
て

い
ま
す
。
自
然
体
で
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
や
っ
て
き
ま
し
た
。

介
護
予
防
教
室
は
な
ん
と
か
開
催
し
て
き

て
い
ま
す
。

林　
「
つ
な
ぐ
」
の
編
集
で
は
、
情
報
発

信
を
通
じ
民
生
児
童
委
員
活
動
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
想

い
で
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
広
報

委
員
の
4
人
が
一
丸
と
な
っ
て
い
い
も
の

が
作
れ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

山
口　

つ
な
ぐ
の
記
者
と
一
緒
に
、
当
事

者
を
訪
問
し
発
信
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
叶
わ
ず
、
今
後
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

こ
の
4
人
は
こ
れ
で
、
広

報
委
員
の
任
期
を
終
え
ま
し
た
。
ご
理
解

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

林  みな さん

赤羽  節夫 さん

特集 広 報 委 員 ４ 人 の 座 談 会



民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
不
足
と

O
B
の
活
用

司
会
：
月
岡　

飯
山
市
で
は
民
生
児
童
委

員
の
な
り
手
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い

た
め
、
区
長
が
兼
務
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
福
祉
推
進
委
員
設
置
に
は
程
遠

い
感
じ
が
し
ま
す
。
し
か
も
80
%
の
委
員

が
1
期
で
交
代
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

山
口　

見
方
を
変
え
る
と
、
1
期
で
交
代

す
る
委
員
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
福
祉

経
験
者
が
た
く
さ
ん
輩
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

林　

同
感
で
す
。
そ
れ
こ
そ
赤
羽
さ
ん
の

松
本
市
里
山
辺
地
区
の
よ
う
な
O
B
も
参

加
で
き
る
活
動
団
体
へ
の
発
展
は
い
い
で

す
ね
。

山
口　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
民
生
児
童
委

員
は
通
常
、
退
任
す
る
と
な
ぜ
か
ピ
タ
ッ

と
福
祉
活
動
を
や
ら
な
く
な
る
の
で
す
。

次
の
民
生
児
童
委
員
に
邪
魔
に
な
る
と
い

う
理
由
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

赤
羽　

わ
か
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う

い
う
遠
慮
の
気
持
ち
を
持
つ
退
任
者
が
、

気
軽
に
入
れ
る
福
祉
活
動
の
組
織
を
作
っ

て
や
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

林　

見
識
の
深
い
会
長
経
験
者
が
旗
揚
げ

し
て
、
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
作
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

赤
羽　

家
族
と
同
居
し
て
い
る
も
の
の
就

労
や
就
学
で
、
昼
間
は
実
質
的
に
一
人
暮

ら
し
に
な
る
お
年
寄
り
は
、
見
守
り
対
象

か
ら
外
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
場

合
に
、
松
本
市
で
は
生
活
支
援
員
に
情
報

を
伝
え
る
と
対
応
す
る
ケ
ー
ス
が
動
き
始

め
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
福
祉
の
隙
間
を
埋

め
る
存
在
で
す
。
こ
う
し
た
「
生
活
支
援

員
」
の
制
度
が
長
野
県
全
体
へ
広
ま
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
と
そ
の

役
割
と
は

山
口　

民
生
児
童
委
員
は
事
故
な
ど
の
危

険
を
避
け
る
た
め
、
夜
は
絶
対
活
動
し
な

い
と
の
方
針
を
貫
い
て
い
ま
す
。
自
治
会

の
役
員
は
昼
間
自
宅
に
不
在
の
方
が
多
く
、

な
に
か
あ
れ
ば
民
生
児
童
委
員
へ
連
絡
と

な
り
ま
す
。
す
る
と
、
な
り
手
が
ま
す
ま

す
難
し
く
な
り
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

民
生
児
童
委
員
の
活
動
に

は
や
る
気
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
や
り

が
い
・
想
像
力
・
気
づ
き
が
、
委
員
に
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
時
間
や
心
の
余
裕
が
な

い
と
な
か
な
か
で
き
な
い
と
も
感
じ
て
い

ま
す
。

赤
羽　

若
い
方
で
仕
事
を
し
て
い
る
委
員

Vol.150

長野県民生児童委員だより5

が
、
お
休
み
す
る
こ
と
は
仕
方
な
い
と
思

い
ま
す
。
連
絡
を
き
ち
ん
と
し
て
、
資
料

を
渡
し
て
確
認
し
な
が
ら
、
仕
事
優
先
で

や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

山
口　

長
野
県
全
体
で
6
割
の
委
員
が
一

期
で
退
任
す
る
原
因
の
一
つ
に
、
当
事
者

か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
す
。
お

金
を
貸
し
て
ほ
し
い
、
貯
金
を
お
ろ
し
て

き
て
ほ
し
い
。
買
い
物
を
し
て
き
て
ほ
し

い
。
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
は
民
生
児
童
委
員
は
や
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

お
断
り
す
る
際
に
、
そ
の

人
た
ち
を
ど
う
救
う
か
を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
で
す
よ
ね
。

山
口　

解
決
の
手
法
を
教
え
て
あ
げ
れ
ば

い
い
の
で
す
。
本
当
は
自
分
で
で
き
た
と

し
て
も
、
「
楽
を
し
た
い
か
ら
頼
り
た

い
」
と
い
う
場
合
も
実
は
多
い
の
で
す
。

と
に
か
く
、
聞
い
て
つ
な
ぐ
こ
と
で
す
。

林　

も
し
、
自
分
に
判
断
が
つ
か
な
い
と

き
は
、
定
例
会
で
、
話
し
合
っ
て
対
応
し

て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

山
口　

そ
の
通
り
で
す
ね
。
困
っ
た
こ
と

は
そ
の
場
で
す
ぐ
答
え
を
出
さ
ず
に
、
委

員
同
士
相
談
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

赤
羽　

あ
る
民
生
児
童
委
員
が
、
救
急
車

に
同
乗
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
一
度
あ
り

ま
し
た
。
松
本
市
で
は
、
そ
れ
は
断
っ
て

く
だ
さ
い
と
徹
底
し
て
い
ま
す
。
個
人
と

委
員
の
仕
事
と
の
線
を
は
っ
き
り
引
い
て

お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

山
口　

自
治
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
関
係
づ

く
り
を
大
事
に
考
え
、
民
生
児
童
委
員
が

発
言
で
き
る
場
を
作
る
こ
と
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
「
つ
な
ぐ
」
の
記
事

を
有
意
義
に
活
用

赤
羽　

私
は
3
年
前
に
会
長
に
就
任
し
て

す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
ま
し
た
。
行
事

が
中
止
と
な
り
、
活
動
さ
え
も
制
限
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
民
生
児
童
委

員
活
動
を
継
続
で
き
る
の
か
、
最
も
考
え

た
3
年
で
し
た
。

司
会
：
月
岡　

コ
ロ
ナ
禍
で
特
別
に
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

赤
羽　

ま
ず
、
450
人
の
一
人
暮
ら
し
の
方

に
困
り
ご
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
を
し
ま

し
た
。
一
番
の
困
り
ご
と
は
「
外
出
で
き

な
い
、
人
と
人
の
結
び
付
き
の
希
薄
化
」

で
し
た
。
健
康
へ
の
不
安
や
ゴ
ミ
出
し
や

買
い
物
な
ど
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
。
そ

し
て
災
害
に
対
す
る
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

町
会
長
か
ら
も
民
生
児
童
委
員
に
は
、
お

年
寄
り
へ
の
声
が
け
や
安
否
の
確
認
へ
の

要
望
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
。
改
め
て
委

員
の
任
務
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
で
す
の

で
、
訪
問
だ
け
は
絶
や
し
ち
ゃ
な
ら
な
い

と
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
手
作
り
の
新
聞
で
す
。

「
つ
な
ぐ
」（
145
号
）の
特
集
で
取
り
上
げ

た
「
訪
問
だ
よ
り
」
を
参
考
に
、
地
区
の

委
員
全
員
で
考
え
話
題
提
供
を
し
、
宣
伝

に
も
な
り
ま
し
た
。

林　

私
は
主
任
児
童
委
員
な
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
も
減
り
情
報
が
入
っ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
だ
け

は
か
か
さ
ず
や
り
ま
し
た
が
、
来
て
ほ
し

い
と
い
う
方
が
い
る
反
面
、
断
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
訪
問
だ
よ

り
」
を
活
用
し
訪
問
者
の
方
々
に
読
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
で
つ
な
が
り
を
作
っ
て
き

ま
し
た
。

山
口　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
民
生
児
童
委
員
の

活
動
は
無
理
し
な
い
よ
う
に
声
を
か
け
ま

し
た
。
委
員
自
身
が
罹
患
し
て
は
な
ら
な

い
か
ら
で
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
気
軽
に
連

絡
し
て
く
れ
と
、
地
域
で
P
R
を
し
ま
し
た
。

司
会
：
月
岡　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
気
に
な

る
人
に
は
し
っ
か
り
訪
問
し
て
見
守
っ
て

い
ま
す
。
自
然
体
で
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
や
っ
て
き
ま
し
た
。

介
護
予
防
教
室
は
な
ん
と
か
開
催
し
て
き

て
い
ま
す
。

林　
「
つ
な
ぐ
」
の
編
集
で
は
、
情
報
発

信
を
通
じ
民
生
児
童
委
員
活
動
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
想

い
で
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
広
報

委
員
の
4
人
が
一
丸
と
な
っ
て
い
い
も
の

が
作
れ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

山
口　

つ
な
ぐ
の
記
者
と
一
緒
に
、
当
事

者
を
訪
問
し
発
信
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
叶
わ
ず
、
今
後
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
：
月
岡　

こ
の
4
人
は
こ
れ
で
、
広

報
委
員
の
任
期
を
終
え
ま
し
た
。
ご
理
解

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　全国民生委員児童委員協議会（当時）では、昭和52年（1977年）に毎年5月12日
を「民生委員・児童委員の日」と定めました。これは民生委員制度の源である、大
正6年（1917年）5月12日の岡山県済世顧問制度設置規程の公布日に由来します。
今年も5月12日（金）から18日（木）までの1週間は、全国一斉に民生委員･児童委員
の活動強化週間となります。地域住民の皆様をはじめ、関係機関や団体等に私たち
の活動を正しく知ってもらい、理解を得て、地域との関係づくりを強化することを
目指しましょう。また、週間の活動を通じて、私たち自らの意識も高め、民生委
員・児童委員活動を発展させましょう。

５月12日は「民生委員・児童委員の日」です。５月12日は「民生委員・児童委員の日」です。

1917

取り組みの
視点

強化週間
の活動の
具体例

❶民生委員・児童委員を正しく知ってもらいましょう。
・民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱されたボランティアです。
・また、守秘義務を有した地域住民の身近で、安心できる相談相手であり、悩みや困ってい
　ることの専門機関（行政や社会福祉協議会等の専門職）へのつなぎ役です。

・児童の登下校の見守り、あいさつ運動
・関係機関への民生委員･児童委員名簿の送付
・市町村の広報紙や防災無線、地元ケーブルＴＶなどを利用したＰＲ
・防災マップの見直し、連絡網の整備など

❷地域の皆様に地域の福祉課題に関心をもってもらいましょう。
　地域の福祉課題を広く地域の皆様に伝え、地域全体で解決に取り組むことを呼びかけましょう。
例えば、「誰も孤立しない地域をつくろう」「高齢者に優しいまちをつくろう」「まち全体
で子どもたちを見守り、育てよう」といった目標・標語を掲げることが考えられます。
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令和５年４月1日

記者が地区民児協におじゃまし、会

長や委員とコミュニケーションを図

って、第三者の目でリポートしてい

く「訪問」コーナーです。

62
名
の
大
所
帯
を
束
ね
る
コ
ツ
は
、

地
区
や
部
会
を
大
事
に
し
た
民
主
的
な
運
営

だより

訪問

小諸市安曇野市

安曇野市豊科地区民生児童委員協議会
　
「
私
は
た
だ
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ

ろ
し
く
と
頭
を
下
げ
る
だ
け
」
と
謙

虚
に
話
す
の
は
、
増
田
早
苗
会
長
で

す
。
豊
科
地
区
は
62
名
と
い
う
大
所

帯
だ
か
ら
こ
そ
、
協
議
会
の
運
営
は

役
割
を
明
確
に
し
て
、
合
議
と
納
得

の
上
で
進
め
て
い
ま
す
。
定
例
会
は

事
前
に
会
長
と
会
長
代
理
、
事
務
局

で
準
備
。
年
6
回
は
各
地
区
と
主
任

児
童
委
員
か
ら
事
例
発
表
を
し
て
、

一
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

ま
た
通
常
は
定
例
会
後
に
、
地
区
会

を
開
催
し
、
丁
寧
に
課
題
を
共
有
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
定
例
会
後
に

16
人
の
役
員
で
会
議
を
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
。
豊
科
北
部
・
高
家（
た
き
べ
）・

豊
科
南
部
・
南
穂
高
・
上
川
手
の
5

地
区
の
会
長
と
、
児
童
福
祉
・
高
齢

者
福
祉
・
障
害
者
福
祉
の
正
副
部
会

長
、
主
任
児
童
委
員
長
と
企
画
委
員

長
、
そ
し
て
監
事
2
人
も
出
席
、
全

員
か
ら
事
業
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
高
齢
化
は
も
ち
ろ
ん
、
移
住
者
が

多
く
ア
パ
ー
ト
が
並
ぶ
地
域
も
あ
り
、

認
知
症
や
引
き
こ
も
り
な
ど
、
課
題

が
多
様
化
し
て
い
る
」
と
話
す
の
は

会
長
代
理
の
須
永
信
行
さ
ん
。

　

地
区
会
長
の
一
人
か
ら
は
「
新
人

委
員
に
対
し
て
研
修
を
企
画
し
、
再

任
委
員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整

え
て
い
る
」。
高
齢
者
部
会
長
か
ら
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
3
年
、
委
員
同
士

顔
が
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
後
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
楽

し
い
活
動
に
」
と
意
欲
的
な
発
言
も
。

一
方
で
経
験
の
長
い
委
員
か
ら
は「
買

い
物
へ
行
く
足
の
確
保
が
課
題
、

N
P
O
法
人
と
協
力
し
移
送
支
援
を
ス

タ
ー
ト
し
た
、
他
地
区
で
も
検
討
を
」

と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

　

ま
た
「『
子
育
て
通
信
』
は
豊
科
民

児
協
の
誇
り
」
と
増
田
会
長
。
30
年
に

わ
た
り
主
任
児
童
委
員
会
で
編
集
。
3

月
で
72
号
目
と
な
り
、
5
月
の
活
動
月

間
で
の
配
布
や
福
祉
施
設
な
ど
を
通
じ

て
当
事
者
の
手
に
届
け
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
安
曇
野
市
は
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
医
療
機
関
と
の
連
携
が
ス
ム
ー

ズ
な
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

委
員
の
女
性
比
率
が
半
数
近
く
と
な

り
、
副
会
長
5
人
中
4
人
を
女
性
が
引

き
受
け
た
の
も
「
会
話
を
大
事
に
和
気

あ
い
あ
い
と
進
め
た
い
」
と
の
増
田
会

長
の
包
容
力
あ
る
人
柄
の
な
せ
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲集合写真（前列中央が増田早苗会長）。

▲役員16名と市の事務局による取材の様子

次は、アナタの民児協にお伺いします！
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小諸市東部地区民生児童委員協議会
　

千
曲
川
河
畔
か
ら
浅
間
山
麓
ま
で
起

伏
に
富
ん
だ
風
光
明
媚
な
地
形
に
恵
ま

れ
、
北
国
街
道
の
商
都
と
し
て
栄
え
た

名
残
り
も
色
濃
い
小
諸
市
。
東
部
地
区

民
児
協
は
、
駅
周
辺
の
標
高
６
０
０
ｍ

の
市
街
地
か
ら
２
０
０
０
ｍ
の
高
峰
高

原
ま
で
を
南
北
に
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

中
国
と
の
行
き
来
に
明
け
暮
れ
た
企
業

を
定
年
退
職
し
、
畑
仕
事
を
楽
し
ん
で

い
た
ら
声
が
か
か
っ
た
と
い
う
中
山
孝

一
会
長
は
「
何
も
分
か
ら
な
い
の
に
最

初
か
ら
会
長
に
な
っ
て
３
期
目
」
と
苦

笑
い
。
18
人
の
委
員
の
う
ち
続
投
は
７

人
で
、
マ
ス
ク
姿
の
ま
ま
１
期
で
辞
め

て
し
ま
っ
た
委
員
も
多
い
の
に
は
「
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
復
活
で
き
る
の
に
」

と
残
念
そ
う
で
す
。
２
月
の
定
例
会
で

開
口
一
番
は
「
ヤ
ク
ル
ト
持
参
の
見
守

り
も
研
修
会
も
再
開
で
き
る
」
で
し
た
。

　

定
例
会
で
は
「
こ
の
場
で
言
う
な
ら

愚
痴
も
愚
痴
で
は
な
い
。
誰
か
が
拾
い

上
げ
る
し
、
み
ん
な
の
勉
強
に
な
る
」

と
、
話
し
や
す
い
雰
囲
気
作
り
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
事
の
大
小
も
、
民
生
児

童
委
員
の
役
割
な
の
か
ど
う
か
も
気
に

す
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
の
が
中
山

会
長
の
持
論
。
「
つ
な
ぐ
」
役
に
と
っ

て
、
無
関
係
な
事
は
一
つ
も
な
い
と
考

え
る
か
ら
で
す
。

　

率
直
な
意
見
を
出
し
合
う
に
は
信
頼

関
係
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
委
員
間

の
親
睦
を
深
め
る
努
力
も
。
浅
間
山
の

麓
で
バ
ラ
園
を
経
営
し
て
い
る
委
員
が

い
た
ら
、
そ
こ
で
お
茶
会
を
、
高
峰
温

泉
で
宿
泊
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
交
流
を
。
観

光
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
元
再
発
見
の
意

味
も
あ
り
ま
す
。
お
か
げ
で
「
東
部
地

区
は
仲
良
し
」
の
評
判
も
た
ち
、
親
睦

活
動
復
活
も
切
実
な
願
い
で
す
。

　

小
諸
市
は
、
姉
妹
都
市
の
富
山
県
滑

川
市
の
小
学
生
と
の
交
流
事
業
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
小
諸
市
の
名
所
め
ぐ

り
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
、
民
生
児
童

委
員
が
ス
ポ
ッ
ト
毎
に
詰
め
て
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
活
動
も
復
活
を
待
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
坂
の
上
小
学

校
で
の
草
取
り
は
、
行
事
ご
と
に
何
度

も
行
く
の
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
親
し

ま
れ
、
委
員
に
と
っ
て
の
活
力
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

幅
広
い
活
動
が
評
価
さ
れ
、
令
和
３

年
度
の
全
民
児
連
表
彰
を
受
賞
。
京
都

開
催
の
第
90
回
と
い
う
節
目
の
大
会
で

の
受
理
を
予
定
す
る
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
断
念
は
今
も
心
残
り
で
す
。
「
慌
て

な
い
で
３
年
の
間
に
や
れ
ば
い
い
」
と

新
規
委
員
を
励
ま
し
つ
つ
各
種
活
動
再

開
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

訪問
Vol.150

▲令和３年度の全国民生委員児童委員連合会表彰に喜びの表情。

▲前列中央が中山孝一会長（72）。女性委員が
　圧倒的に多いのが特徴。　

表紙写真募集 ! !
表紙を作品発表の場、地域の紹介の場にと考えています。日ごろ写真を趣味にし
ていらっしゃる民生児童委員の方々、OBの方々の写真を募集します。自薦他薦は
問いません。地域の風景やお祭りなどの風物詩がテーマです。

デジカメで撮った作品の電子データをCDRまたはUSBメモリーに入れて、撮影者のプロフィール、
写真の内容に関する説明を添えて、つなぐ事務局までお送りください。

メール：nminji@nsyakyo.or.jp　〒380-0936 長野市大字中御所字岡田98番地１ 長野県社会福祉協議会内
お問合せ　長野県民生委員児童委員協議会連合会事務局     TEL026-225-1613

表紙写真紹介

阿智村  
　花桃の里

「
つ
な
ぐ
」
役
に
と
っ
て
無
関
係
な
話
題
は
な
い
。

何
で
も
話
し
て
何
で
も
活
動
の
ヒ
ン
ト
に
す
る



荒深  たつ子（安曇野市）・池田  鐘三（佐久市）・林  みな（岡谷市）・唐木田  惠実子（千曲市）

新しい広報委員のご紹介 今後３年間よろしくお願いします!

（長野県・長野市・松本市委託）民生委員児童委員協議会会長研修
オンライン情報交換会が開催されました。

　２月10日（金）、動画による単位民児協会長研修を補完するため、長野県社会福祉協
議会主催の「オンライン情報交換会」が開催されました。助言者としてルーテル学院大
学市川一宏教授も参加したこの情報交換会の一部をご紹介します。

　地区内に大きな団地があるが、そこに住む方との付き合い方、どこまで踏み込んで
良いのか？団地内の独居高齢者宅を訪問した時のこと、応答がないので警察に依頼し
室内へ入ったらゴミだらけで水道も止められていた。とりあえず団地の管理者に水道
の再開と見回りを依頼し、地域包括支援センターにも見守りを依頼し、ごみは行政へ
連絡し片付いた。今後は団地管理者に任せれば良いのか、民生委員はどこまで関わる
べきなのか分からない。こんな対応で良かったのか？他の方にもお聞きしたい。

参加者からの課題提起
～「民生委員はどこまで踏み込めばよいか？」～

・私の地区にも同様なケースでほぼ1人の委員がかかりきりになる例があり、問題だと
　認識している。
・私の地区は、ごみ出しの出来ない高齢者については、「同じ棟の住民に依頼する」
　「社協のボランティアに1時間500円で依頼する」など、ごみ出しを依頼可能な方に
　依頼する、という解決策を見出している。

他参加者の意見・情報

・この発題は、自治会や行政などに「つなぐ」ことが大切だというケース。
・電気や水道など、「生活インフラは止めてはならない」が原則、まずつなぐ、そし
　てつないだ中で民生委員児童委員としての役割を考えることが必要。つなぐ先は行
　政の他、社協のコーディネーター・ワーカーにつなぎ相談することが大切。
・このケースでは、民生委員児童委員が団地の管理者に水道再開や見回りを依頼し、
　地域包括支援センターへもつないだとのこと、良い対応だと思います。

※この他、参加者からは「生活困窮者に関わる、
　生活福祉資金や生活保護へのつなぎ」「民生
　委員児童委員としての役割」「社協役員にも
　就いているが、民生委員としての役割と社協
　役員としての役割区別をどう理解すればよい
　か？」「個人情報の取り扱い」など、市川教
　授の助言も交え、参加者同士で情報交換が行
　われました。

市川教授のコメント

参加者からの課題提起

他参加者の意見・情報

市川教授のコメント

長野市内の民児協会長参加会場の様子
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